
会   議   録

会 議 の 名 称 令 和 7年 度  第 1回 上尾 市 上 下水 道事業審議 会

開  催  日  日寺 令 和 7年 5月 19日 (月 ) 午後 1時 10分 か ら

開 催  場  所 上下水道部庁舎  3階 大会議室

議長(会長・副会長)氏名 作 山 康 、 田島 純

出席 者 (委 員 )

氏 名

田島 純 、原 田 嘉 明 、小 高 進 、新藤 孝 子 、井 上 茂 、飯 田 裕 之 、宮本

利 章 、 山根 博 安 、作 山 康 、 内 田 冨美 代 、 山本  由起 子

欠席者 (委 員 )

氏名
小 島 時子 、藤 波  貢 、小 官 山 栄 、 山崎 亮 一
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項

1 議 題 2 会議 結果

(1) 上下水道 事業審 議 会会長・副

会長 の選 出 につ い て

別 紙 の とお り

議 事 の 経 過 別 紙 の とお り 傍 聴 者 数  0名

会 議 資 料

。上尾 市上 下水 道 事 業審議 会委員委 嘱式及 び令 和 7年 度 第 1回 上尾 市

上 下水 道事 業審 議会 次第

・ 令和 7年 度 第 1回 上尾 市 上 下水 道 事業審議 会席 次表

。上尾 市上 下水道 事業審議 会委 員名 簿

中監視 制御 システ ム更新 及 び運転 管理 事業 の事業化 に

つ い て

告 事 項 1

議 事 のてん末・ 概 要 に相違 な き こ とを証す るた め、 こ こに署名す る。
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議 長 (委 員 長 ・ 会 長 )の 署 名

議 長 に 代 わ る 者 の 署 名

(議 長 が欠 けた ときのみ )



議 事 の 経 過

発 言 者 議 題 。 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項

(司  会 )

島 田主幹

皆 さま、 こん に ちは。

定刻 にな りま した ので、ただ今 か ら上尾 市 上 下水道 事業審議 会 を

始 め させ ていただ きます。

本 日司会 を務 め させ ていた だ きます 業務 課 の島 田で ご ざい ます。

ど うぞ 、 よろ しくお願 いいた します。

それ で は、会議 を開催 す る前 に上 下水道 事 業審議 会委 員 の委 嘱式 を

行 い ます。 これ まで委 嘱 させ てい ただ いてお りま した委 員 さんの任 期

が令 和 7年 3月 31日 を もちま して満 了 とな りま した。

これ に伴 い 、再任 を含 め、新 た に上 下水 道 事業審議 会委員 を委 嘱 申

し上 げ る もので ご ざい ます。

これ か ら順 に、お席 の前 に畠 山市長 が参 り、委 嘱状 をお渡 し します

ので 、 こち らでお名 前 をお 呼び しま した らご起 立いただ きま して、委

嘱状 をお受 け取 りくだ さい。 よろ しくお願 い します。

畠 山市長 ≪委 嘱状 交付 》

(司  会 )

島 田主幹

あ りが と うご ざい ま した。

なお 、任 期 は令 和 9年 3月 31日 までで ご ざい ます。 ど うぞ よろ し

くお願 い します。

また 、本 国欠席 の ご連絡 をいただ いてお ります 方 につ きま して は、

後 日、委 嘱状 をお渡 しさせ ていた だ きます。

では ここで 、 畠 山市長 か らご挨 拶 を 申 し上 げます。

畠 山市長 ≪市長挨 拶 ≫

(司  会 )

島 田主幹

以 上 で、上尾 市 /上 下水道 事業審議 会委員 の 委 嘱式 を終 了 します。

なお 、 畠 山市長 にお かれ ま して は、公務 が重 な ってい るた め、 ここで

退席 させ てい ただ きます。

畠 山市長 ≪市長 退席 》

(司  会 )

島 田主幹

これ よ り、令 和 7年 度 第 1回 上尾 市 /上 下水 道 事 業審 議 会 に移 りま

す。

先 ほ ど改 めて委員 さんへ委 嘱 を行 い ま した。 また、 4月 の人事 異動

に よ り事務 局側 に も変 更が あ りま した ので、出席 いただいて い る皆様

に 自己紹介 をお願 い したい と思 い ます。 は じめに 田島委員 さんか らお

願 い します。

委 員 ≪ 自己紹介 ≫

(司  会 )

島 田主幹

あ りが とうございま した。

それでは、事務 局側 も自己紹介 を させていただきます。

事務 局 《 自己紹介 ≫

(司  会 )

島 田主幹

では、議題 に入 る前 に資料 の確認 をお願 い します。

≪資料確 認 ≫
。本 日の次第 (A4縦 1枚 )

・ 席 次表 (A4縦 1枚 )

。上尾 市上 下水道 事 業審 議会委 員名 簿 (A4縦 1枚 )



(司  会 )

島 田主幹

。上尾 市上 下水 道 事 業審 議会 条例 (A4縦 1枚 )

・ 集 中監視 制御 システ ム更新 及 び運転 管理 事業 の事 業化 につ い て

資料 は以上 5点 です。 不足 は ござい ませ んで しょ うか。

≪定数 報告 》

では、本 国の 出席者 につ いて ご報 告 させ てい ただ きます。
上尾 市 上 下水 道 事 業審議 会条 例 第 6条 第 2項 の 規 定 に よ り、「審 議

会 は、委員 の過 半数 が 出席 しな けれ ば、会議 を開 くこ とが で きない」

とされ てお ります。委 員総数 15名 の うち、本 日の審議 会 には 11名
の出席 をいた だい てお ります ので、会議 の開催 要件 を満 た してい る こ

とを ご報告 い た します。

《会長 、副会長 の選 出 ≫

それ で は、会議 に入 りたい と思 い ます。先 ほ ど委嘱 式 を行 った とこ

ろで ご ざい ます の で 、本 日の議題 「上 下水 道事業審議 会会長・ 副会長
の選 出につ いて」 は、飯 田裕 之委員 さん に仮議長 をお願 い して、会議
を進 行 して い た だ きた い と思 い ます が委 員 の 皆 さま よ ろ しい で し ょ

うか。

委 員 ≪異 議 な し ≫

(司  会 )

島 田主幹

≪仮議 長選 出 ≫
「異議 な し」 との こ とです ので、恐れ入 ります が、飯 田委員 さんは

議長席 へ移 動 をお願 い します。

≪仮議 長着席 ≫

それ で は、進行 をお願 い します。

(仮 議長 )

飯 田委員

只今 ご紹介 にあず か りま した 、仮議長 と して務 め させ てい ただ きた
い と思 い ます。

それ では しば らくの間、仮 議 長 と して議 事 を進行 させ てい ただ きま

す。 よろ しくお願 い します。

初 め に、会議録 署名 人 を指名 させ ていた だ きます。 井 上委員 さん、
山根 委員 さん のお 二人 にお願 い します。

続 きま して事務局 に確認 しますが、本 日傍聴希望者 はい らっ しゃい

ます か。

(事 務 局 )

経 営総務 課長

傍 聴 希 望 者 は お りませ ん。

(仮 議 長 )

飯 田委員

本 日、傍聴 希 望者 はお りませ んので、早速議 事 に入 りたい と思 い ま

す。

それ で は 「「議題  上 下水 道 事 業 審議 会 会長・ 副会 長 の選 出 につ い

て」 で ご ざい ます。

選 出方法 につ いて 、事務 局 か ら説 明 をお願 い します。

(事 務 局 )

経 営総務課長

≪選 任 方 法 説 明 ≫

会 長 の 選 出 につ き ま して は 、 上 尾 市 上 下 水 道 事 業 /審 議 会 条 例 /第 5

条 /第 1項 に お き ま して 「審 議 会 に 会 長 /及 び 副 会 長 を置 き、 委 員 の 互

選 に よ り/こ れ を定 め る。」 と規 定 して お ります 。
これ に 基 づ き ま して 、これ ま で は「各 種 団 体 を代 表 す る者 」、及 び「識

見 を有 す る者 」 で あ ります 、 条 例 上 の 2号 の 委 員 さん と、 3号 の 委 員

さん か ら会 長 を 、 副 会 長 につ き ま して は 「市 議 会 議 員 」 の 1号 委 員 さ

ん か らお 願 い して お りま した。



この選 出 区分 につ きま して は、今 回 も同 じ形 でお願 い したい と考 え

てお ります ので、会 長 につ きま しては 「各種 団体 の代表者 」及 び 「識

見 を有す る者 」 で あ る 2・ 3号委員 さんか ら、副会長 につ きま して は
「市議 会議員 」の 1号 委員 さんか らそれ ぞれ 互選 い ただい き、委員 の

皆 さま にお諮 りし、決 定 させ てい ただ きたい と考 えてお ります。 事務

局 か らは以上 です。

(仮 議 長 )

飯 田委 員

≪選任 方法確 認 ≫

ただい ま、事務 局 か ら説 明が あ りま した が 、まず は 「選 出 区分 」 に

つ いて は説 明 の通 りで よろ しいで しょ うか。

委 員 ≪異 議 な し≫

(仮 議 長 )

飯 田委員

「異議 な し」 との こ とです ので、 これ か ら別 々に ご協議 い た だ き、

会長 は 2・ 3号 委員 さんか ら、副会長 は 1号 委員 さんか ら互 選 をお願

い した い と思 い ます。 また、協議 の結 果 を報告 され る方 も別 に決 めて

おいて くだ さい。 よろ しくお願 い します。

(司  会 )

島 田主幹

それ で は「市議会議員 」の 1号 委 員 の方 は小 会議室へ お願 い します。
「各種 団体 の代 表者 」で あ る 2号委 員 の方 と 「識 見 を有す る者 」で あ

る 3号 委 員 の方 は、 このま ま こち らの会 場 で協議 をお願 い します。

それ で は、移 動 をお願 い します。

委 員 。1号 委員 を小 会議 室へ移 動
。2・ 3号 委 員 は、移動せ ず大 会議 室 で協議

(仮 議長 )

飯 田委員

会長 の選 出について、委員 の皆様 、事務局か ら、 ご意見は ございま

すか

(事 務 局 )

経 営総務課 長

事務 局 か ら提案 させ てい ただ きます。

今年 度 か ら新 た な任 期 での委員会 とな ります が、前任 期 にお いて会

長 をお願 い して お りま した 作 山委 員 さん に 引 き続 き会 長 をお願 い し

たい こ とを提案 させ ていただ きます。 以 上 です。

(仮 議長 )

飯 田委員

ただ い ま、会 長 は作 山委員 さん と事務 局 か ら提案 され ま した が、委

員 の皆 さまいか がで しょ うか。

委 員 ≪異 議 な し ≫

(仮 議 長 )

飯 田委 員

≪会 長 決定 ≫

それ で は事務 局案 の とお り、会 長 は作 山委 員 さん に決 定 します。

1号 委 員 が 会 議 室 に戻 る。

(仮 議 長 )

飯 田委員

1号委員 さん か ら副会長 の報告 をお願 い します。

(報 告者 ) ≪副会 長報告 ≫

1号 委員 の協議 の結果 、副会長 は 田島委員 さんへ お願 いす る こ とに

決 ま りま した。

(仮 議 長 )

飯 田委員

あ りが と うござい ま した。

ただいま、会長 は作 山委員 さん、副会長 は田島委員 さん と名前が

挙がってお ります。委員 の皆 さま よろ しいで しょうか

委 員 ≪異 議 な し ≫

(仮 議 長 )

飯 田委 員

以 上 で 「議題  上 下水道 事業審議 会 会長・ 副会 長 の選 出につ い て」

を終 了 します。

なお 、会長 が選 出 され ま したので 、仮議 長 の任 を解 かせ てい ただ き

ます。 ご協力 あ りが と うござい ま した。



(司  会 )

島 田主幹

飯 田委員 さん、仮議 長お疲 れ様 で した。 元 の席 へお戻 りくだ さい。

選 出 され ま した作 山会長 、 田島副会長 は正 面 の席 へ移 動 をお願 い し

ます。

それ で は、作 山会長 か ら就 任 の ご挨 拶 を賜 りたい と思 い ます。

(議  長 )

作 山会長
≪会長挨拶 ≫

(司  会 )

島 田主幹

あ りが と うござい ま した。

それ では、 田島副会 長 か ら就任 の ご挨拶 を賜 りたい と思 い ます。

(副 会 長 )

田島 副 会 長
≪副 会 長 挨 拶 ≫

(司  会 )

島 田主幹

あ りが と うございま した。

本 日の議題 の 「上下水道事業審議会会長・副会長の選 出について」
は以上で ございます。

次 に 3.報 告 です が、事務 局 よ り 1点 報告 事項 が ござい ます。

(事 務 局 )

経 営総務 課長

本 日、お忙 しい 中、お集 ま り頂 きあ りが と うご ざい ます。 昨年度 よ

り報告 させ て頂 いてお ります 、水 道事業 の重要 な事業 で あ る 「集 中監

視 制御 システ ム更新及 び運転 管理 事業 の官 民連携 事業 」 につ いて、事

業 化 の 目途 が た ち ま した の で 、水 道 施 設 課 よ りご報 告 させ て頂 き ま

す。

水 道 施 設 課

(宮 田主幹 )

≪水道施 設課報 告 ≫

集 中監視 制御 システ ム更新 及 び運転 管理 事 業 の事業化 につ い て

(司  会 )

島 田主幹

報告 は以上 で ご ざい ます。

次 に 4。 そ の他 です が 、事務 局 よ り今 後 の予定 につ いて、説 明いた し

ます。

(事 務局 )

経営総務課長
≪事務局 よ り、今年度の審議会について説明 ≫

(司  会 )

島 田主幹

それ では、終 りに事務 局 を代表 い た しま して、内堀 上 下水 道 部長 か

らご挨拶 申 し上げ ます。

(事 務 局 )

上 下水道 部長
《上 下水道 部長挨 拶 ≫

(司  会 )

島 田主幹

以 上で、令和 7年 度 第 1回 上尾 市上 下水 道 事業審議会 を終 了 させ て
いただ きます。本 日は、お疲 れ さまで ご ざい ま した。

以上の とお り、本審議会の議事の次第 を記録 し、本議事録 は正確

な ることを証す るため、署名す る。

令和 7年 乙 月 2o日
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議 事録 署名 人

令和 ア年 6月 2,,夕 日

議事録署名人
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